
＜令和6年12月2日受付＞

対応

1

自己評価は不要です。何にいくら使われた
か、またその事業効果が分かるもので良い
のでお願いします。
市民の知る権利にも繋がることです。よろし
くお願いします。

　平成１５年度に導入した本市の事務事業評価制度は、当初、
全件網羅的に評価を実施してきましたが、情報過多で市民の皆
様にとって分かりにくく、指標の設定が困難又は設定ができな
い事業もあることから、より効果のある事業に限定し、事業の
性質に応じて視点を設定するなど、適宜改善を重ねてきまし
た。
　こうした経過を踏まえ、令和５年度では前年度の新規・充実
事業（６２事業）を対象に、事務事業評価を実施しておりま
す。
　御意見のとおり、予算が何に使われたか、事業効果がどう
だったかを市民の皆様に公表し、透明性を確保することは重要
と考えており、予算及び決算時に主要施策の概要として、名称
及び予算額（決算額）を公表するほか、事業実施の機会を捉え
て、その意義や必要性を正確かつわかりやすく市民の皆様にお
伝えするなど、引き続き透明性の確保に努めてまいります。

＜令和6年7月8日受付＞

対応

1

 全ての事業を、評価すべきではないでしょ
うか。一部のみを評価するメリットとデメリット
を教えてください。
　評価はさておき全ての事業の内容を知り
たいです。どこで見れるでしょうか。見れな
いならそれは問題ではないでしょうか。せめ
て誰でもどんな事業があるかはしれるように
すべき。

１　平成１５年度に導入した本市の事務事業評価制度は、当
初、全件網羅的に評価を実施してきましたが、情報過多で市民
の皆様にとって分かりにくく、指標の設定が困難又は設定がで
きない事業もあることから、より効果のある事業に限定し、事
業の性質に応じて視点を設定するなど、適宜改善を重ねてきま
した。
　事務事業評価制度の対象としていない事業についても、予算
編成過程の中で検証を行うなど、これまでの事務事業評価の趣
旨を活かして効率的・効果的な形で取り組んでおります。

２　本市の事業については、予算及び決算時に主要施策の概要
として、名称及び予算額（決算額）を公表しております。

■令和６年度予算について
（２所管局別主要施策の概要を御覧ください）
https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000323068.html
　
■令和４年度決算について
（各局決算額及び主要施策の概要を御覧ください）
　
https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000315897.html
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